
高
く
な
い
が

『続
日
本
紀
』
に
も
七
例
用
例
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
天
平

一
二
、

一
三
年
の
記
事
に
恭
仁
京
を
指
す
例
が
三
例
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ

る
が
、
今
回
の
木
簡
の

「山
背
国
京
都
」
は
、
共
伴
遺
物
の
年
代
か
ら
み
て
長

岡
京
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。

一
一　
右
京
三
条
四
坊
十
坪

（第
一二
八
六
次
調
査
）

〔寒
ヵ
〕

□
其
□
康
□

文
字
は
全
体
に
左
寄
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
「陳
」
は
麻
と
糸
が
か
な
り
ず

れ
て
い
る
が

一
文
字
と
み
ら
れ
る
。
全
体
の
文
意
は
不
明
で
あ
る
が
、
康
は
麻

糸
を
意
味
す
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
両
調
査
出
上
の
木
簡
の
釈
読

・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書

（第
一
分
冊
）

平
成
九
年
度
』
盆

九
九
八
年
）（
一　
原
田
香
織
、
二
　
一二
好
美
穂
・
松
浦
五
輪
美
）

一

奈
良
。青
野
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
青
野
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
七
月
１

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

・
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
鐘
方
正
樹

・
安
井
宣
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

近
鉄
西
大
寺
駅
南
方
地
域
で
は
、　
一
九
八
八
年
度
か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
い
広
範
囲
に
わ
た
る
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
奈
良
盆

地
北
西
部
の
西
の
京
丘
陵
東
側

に
形
成
さ
れ
た
緩
傾
斜
扇
状
地

に
あ
た
る
。
事
業
地
全
体
が
平

城
京
域
で
、
南
半
に
は
縄
文
時

代
か
ら
中
世
の
複
合
遺
跡
で
あ

る
菅
原
東
遺
跡
が
重
複
し
て
所

在
す
る
。

今
回
の
調
査
は
、
奈
良
市
第

三
七
八
十
三
次
調
査
と
し
て
事

（
Ｐ
ω
Ｏ
）
×
∞
Ｐ
×
卜
　
ｏ
∞
］

1997年出土の木簡
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(奈 良)



業
地
北
寄
り
で
実
施
し
た
。
平
城
京
右
京
二
条
三
坊
七
坪
北
東
部
の
様
相
確
認

を
主
な
目
的
と
し
た
が
、
奈
良
時
代
の
遺
構
と
と
も
に
中
世
の
建
物

・
塀

・
井

戸

・
土
坑
を
検
出
し
た
。
同
時
期
の
遺
構
は
す
ぐ
南
隣
の
調
査
地
で
も
確
認
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中
世
の
遺
構
群
を
大
字
名
を
と
っ
て
青
野
遺
跡
と
仮
称

す
る
。

井
戸
枠
に
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
室
町
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
二
人
は
、
調
査
区

東
寄
り
で
検
出
し
た
。
掘
形
は
東
西

一
・
三
ｍ
、
南
北

一
・
二
ｍ
の
平
面
隅
九

方
形
で
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は

一
。
人
ｍ
で
あ
る
。
井
戸
枠
の
構
造
は

一
辺

○

。
人
ｍ
の
方
形
縦
板
横
桟
留
め
で
あ
る
。
縦
板
は

一
辺
に
つ
き
三
枚
で
構
成

さ
れ
、
横
桟
は
下
か
ら
二
段
分
が
遺
存
し
て
い
た

（例
え
ば
、
東
辺
の
縦
板
を
北

か
ら
順
に

「東
側
北
」
「東
側
中
」
「東
側
南
」、
北
辺
の
横
桟
下
段
を

「北
横
桟
下
」
の

よ
う
Ｌ
不
す
）。
枠
内
の
堆
積
物
中
か
ら
、　
一
五
世
紀
末
か
ら

一
六
世
紀
初
頭
の

瓦
質
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

目
飾
辟

□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
（東
側
北
）

μ卜Φ受
］∞受
む

ａ
μ

化)
Ｏ
υ

Ⅷ
臨
雖
議
於

噸
搬
鍮
評
卜×∞『≦

墓

〔
持

秘
ヵ
〕

轍ｒ　一村桐嗣縁岬剃掛萌鉾剛脚樺」
（西側中）
Ｓ『Ｎ×導い×溺

⑥
　
・
□
回
回
〔剛
酌
己
功
徳
大
名
聞

同
十‐
□
□
□
　
□
余
智
者
徳

」

力
〕
　

　

□
□
□
　
□

徳
三
年
六
月
四
日
　
　
」

（
西

側

南

）

Ｓ

潔

×
］
亀

×
Ｎ

ｏ
盆

□
□
入
諸
定
入
諸
地
獄
令
難
苦

□

□

□

日

― ―

回

今

回

□

□

引

導

　

」

（
南

側

東

）

電

泉

］
∞
巽

朗

ａ

騨

□宝

口
Ｈ

Ｈ
回
天
臥
嫁
缶
今
際
識
鮒
嘱
汝

一心［‐‐一　　」
（南
側
中
）

Ｓ
３
×
］溺
×
導

ｏ２

長
□
　
」

μ
釦
『
ｏ
×

］
『
伽
×

］
嗚
　

ｏ
６
四

〇
い
μ
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働

　

〔酢

則

阿

弥

陀

如

来

田

」

l101ω
　
・
南
無
観
自
在
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

．
　

□
　
　
　
　
　
長
禄
四
年
二
月
八
日
央
敬
白
」

（
北

側

中

）

Ｐ
伽
毬

×
繋

ｏ
×
憲

⑫　．翼　苺　爛　鶏醐囃倒韓一供五鰤対中欝寿丸」

・
　

　

　

　

□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（北
側
西
）

Ｓ
Ｓ
×
］懲
×
繋

⑬

　

相

当

□

継

□

□

□

　

」
　

　

　

（西
横
桟
下
）

ｄ

Ｘ

こ

こ

釧

側

　

□

口

□

□

□

□

□

□

□

□

」
　

（南
横
桟
下
）
∞
Ｐ授

含

Φ
×

毬

□

□

□

□

□

□

□

□

」
　

　

　

（
北

横

桟

下

）

館

受

琶

溢

Φ

露

□

□

□

造

立

□

□

十

」
　

　

　

　

（
北

横

板

）

鐵

反

Ｆ

る

Ｐ

墓

こ
れ
ら
の
資
料
は
全
て
井
戸
枠
材
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

口
⑩
⑫
の
上
端
に
工
大
種
子
の
一
部
と
み
ら
れ
る

「
虫

（ま
た
は
４
と

が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
卒
塔
婆
の
水
輪
以
上
を
切
除
し
て
利
用
し
た
も
の
と
判
断

さ
れ
る
。
⑬
ｌ
い
は
さ
ら
に
縦
割
り
に
し
て
桟
木
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

一
定
の
位
置
に
残
る
釘
孔
か
ら
、
こ
れ
ら
は
も
と
も
と
塔
婆
堂
の
壁
板
と
し
て

貫
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

残
存
状
況
は
良
好
と
は
い
え
ず
、
①
⑭
ω
以
外
は
墨
が
完
全
に
流
れ
て
お
り
、

文
字
は
微
か
な
浮
き
彫
り
状
に
残
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
井
戸
の
内
側

に
向
け
ら
れ
て
い
た
面
は
腐
蝕
が
著
し
く
、
横
桟
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
部
分
に

文
字
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
二
三
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
本
来
は
全
て

両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
供
養
願
文

（②
③
い
⑩
⑫
⑬
？
的
？
し
、

掲

（⑤
ｌ
③
）、
尊
仏
の
名
号

（⑪
⑪
）
が
あ
る
。
願
文
か
ら
、
僧
良
継

（生
没

年
不
詳
）
の
追
善
供
養
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

供
養
願
文
は
七

・
十
七

・
二
十
五
回
忌
の
銘
が
あ
り
、
ま
た
十
三
仏
信
仰
に

基
づ
け
ば
、
②
は

「大
日
尊
」
の
文
言
に
よ
っ
て
十
三
回
忌
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
０
０
は
忌
日
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
同

一
人
物
と
み
て
差
し
支
え
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
の
十
七
回
忌
を
享
徳
元
年

（
一
四
≡

０
と
す
れ
ば
、

⑩
の
長
禄
四
年

（
一
四
六
〇
）
の
二
十
五
回
忌
と
整
合
し
、
良
継
の
没
年
は
永

享
八
年

（
一
四
三
０

と
な
る
。
ま
た
、
い
⑩
⑫
は
上
部
に
梵
字
が
書
か
れ
て

お
り
、
い
は
光
明
真
言

（左
上
か
ら
横
垂
ｅ
、
⑩
は
随
求
小
呪

（左
上
か
ら
枝
書
）

（南
側
西
）

～
認
×
］熊
×
誤

ｏＰ

長
禄
四
年
十

一
月
八
日
乙
菊
女

」

（
北

側

東

）

ド

駕

×
囀
趙

×
誤

ｏ
鵞

〇
⇔
〕

〔
師
力
〕

畑寺鞠醜鞭脚報囀噸卿陣韓　敬白Ｏ
ω
岸

〇
〇
〕

ミ

ｑ
付
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と
思
わ
れ
る
。
⑩
は
さ
ら
に

一
字
金
輪
が
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
。
⑫
は
阿
弥

陀
三
尊
を
表
し
て
い
る
。

掲
文
は
、
①
が
不
動
経
、
０
が
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
、
い
が
延
命
地
蔵
経
、

①
が
地
蔵
菩
薩
本
願
経
を
出
典
と
す
る
。
十
三
仏
に
対
応
さ
せ
る
と
、
働
は
初

七
日
、
他
三
点
が
五
七
日
と
な
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
全
文
は
、

「
一
持
秘
密
呪
　
生
生
而
加
護
　
奉
仕
修
行
者
　
猶
如
薄
伽
梵
」
（⑤
）、
コ

日
称
地
蔵
　
功
徳
大
名
聞
　
勝
倶
砥
劫
中
　
称
余
智
者
徳
」
（⑥
）、
「毎
日
晨

朝
入
諸
定
　
入
諸
地
獄
令
難
苦
　
無
仏
世
界
度
衆
生
　
今
世
後
世
能
引
導
」

（０
）、
「現
在
未
来
天
人
衆
　
吾
今
慇
懃
付
嘱
汝
　
以
大
神
通
方
便
度
　
勿
今

堕
在
諸
悪
趣
宍
⑤
）
と
な
る
。
な
お
、
０
の
行
間
に
あ
る

一
字
は
、
「世
」
か

「能
」
の
加
字
と
思
わ
れ
る
。

名
号
は
十
三
仏

（初
七
日
か
ら
三
十
三
回
忌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
主
尊
）
を

表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
①
は
三
回
忌
、
⑪
は
百
力
日
の
主
尊
で
あ
る
。
⑪

の
下
部
に
並
ぶ
二
文
字
は
恐
ら
く

「「
」
「
４
」
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
全
て
年
忌
供
養
に
関
わ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
②
十

三
回
忌
、
③
七
回
忌
、
い
十
七
回
忌
、
働
初
七
日
、
①
五
七
日
、
０
五
七
日
、

①
五
七
日
、
①
三
回
忌
、
⑩
二
十
五
回
忌
、
⑪
百
力
日
、
⑫
二
十
五
回
忌
と
考

え
ら
れ
る
が
、
確
定
的
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
⑩
⑫
と
ω
は
同
じ
長
禄
四
年
で

あ
っ
て
も
主
尊
が
異
な
り
、
と
も
に
良
継
に
因
む
も
の
で
あ
れ
ば
⑪
は
百
力
日

供
養
で
は
あ
り
得
な
い

（な
お
、
紀
年
銘
の
十
一
月
と
二
月
に
つ
い
て
は
再
度
誤
読

で
な
い
，こと
を
確
認
し
た
）。
ま
た
、
②
の

「造
大
日
尊
之
形
」
は
絵
塔
婆
が
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
五
輪
塔

（卒
塔
婆
）
製
作
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
、
十
三
回
忌
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
⑩
の

「三
昧
耶
形
」
は
ま

さ
に
卒
塔
婆
を
作
っ
た
こ
と
自
体
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
後
己
心
寺

（殿
）
孝
尋
の
同
学
と

し
て
興
福
寺
僧
良
継
が
見
え

（康
正
三
年
一ハ
月
八
日
条
な
ど
）、
応
永
九
年

（
一
四

〇
一
一）
に
は
権
大
僧
都
の
地
位
に
あ
っ
た

（長
享
二
年
一
一
月
一
一
日
条
）。
今
回

出
土
し
た
卒
塔
婆
で
供
養
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
僧
良
継
と
同

一
人
と
み
て
年

代
的
に
も
矛
盾
は
な
い
。

な
お
、
本
資
料
の
釈
読
、
及
び
内
容
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
の
舘
野
和
己

・
古
尾
谷
知
浩

。
山
下
信

一
郎
の
諸
氏
、
働
元
興
寺
文

化
財
研
究
所
の
藤
澤
典
彦
氏
、
奈
良
大
学
の
木
下
密
逗
氏
、
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
の
今
尾
文
昭
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書

（第
一
分
冊
）

平
成
九
年
度
』
全

九
九
八
年
）

（安
井
宣
也
・
松
浦
五
輪
美
）


